
は
じ
め
に

従
来
、
株
式
と
負
債
は
、
企
業
会
計
に
お
い
て
も
、
資
金
調
達
面
で
も
、
相
異
な
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
株
式
種
類
が

多
様
化
し
、
ま
た
負
債
も
優
先
順
位
を
さ
ま
ざ
ま
に
設
計
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
両
者
は
水
と
油
の
よ
う
に
明
確
に
二

分
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
権
利
内
容
や
優
先
順
位
に
よ
っ
て
、
段
階
的
に
区
分
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
株
式
で
は
、
優
先
株
式
、
後
配
株
式
、
子
会
社
業
績
連
動
型
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
ク
な
ど
が
発
行
さ
れ
、

ま
た
負
債
で
も
、
新
株
予
約
権
付
社
債
、
劣
後
債
ま
た
は
ロ
ー
ン
な
ど
が
あ
り
、
メ
ザ
ニ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ッ

ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
の
普
及
に
よ
っ
て
、
株
式
と
債
権
と
を
区
別
し
て
き
た
障
壁
は
低
く
な
っ
て
お
り
、
今

後
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
や
ロ
ー
ン
流
通
市
場
が
拡
大
す
れ
ば
、
社
債
と
融
資
の
区
別
も
明
確
で
な
く
な
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
。
ま
た
、
デ
ッ
ト
・
デ
ッ
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
、
債
権
内
部
の
優
先
順
位
も
固
定
的
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
金
融
手
法
の
多
様
化
は
、
株
式
・
負
債
の
二
分
法
を
崩
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の

変
化
は
、
企
業
再
生
手
法
の
多
様
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
支
払
い
不
能
に
陥
っ
た
企
業
で
は
、
債
権
者
や
株
主
の

権
利
内
容
が
鮮
明
化
し
、
当
該
企
業
を
再
生
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
権
利
内
容
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
多
様
化
の
中
か
ら
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
取
り
上
げ
、
こ
の
手
法
が
企
業
再
生
に
お
い
て
果
た
す
役
割
を
検
討
す

る
。

（13）

Ｄ
Ｄ
Ｓ
と
企
業
再
生

松
尾
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介



１
　
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
つ
い
て

Ｄ
Ｄ
Ｓ
と
は
、「
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
て
保
有
す
る
既
存
の
債
権
を
、
別
の
条
件
に
よ
る

債
権
に
変
更
す
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
る
。
実
際
に
は
、「
金
融
機
関
等
が
既
存
の
貸
出
金
を
他

の
債
権
よ
り
も
条
件
の
劣
後
す
る
貸
出
金
や
債
権
に
変
更
す
る
こ
と
」、
つ
ま
り
「
債
務
の
劣
後

化
」
で
あ
り
、
企
業
再
生
手
法
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
（
１
）。

具
体
的
に
は
、
銀
行
が
債
務
超
過
企
業

の
貸
出
金
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
劣
後
債
権
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
当
該
企
業
の
財
務
リ
ス

ト
ラ
を
促
進
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
劣
後
債
権
も
債
権
で
あ
り
、
借
入
金
で
あ
る
の

で
、
負
債
比
率
に
は
変
わ
ら
な
い
が
、
劣
後
債
権
が
資
本
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
図
表

参
照
）。

二
〇
〇
四
年
に
改
訂
さ
れ
た
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
に
よ
る
デ

ッ
ト
・
デ
ッ
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）
と
し
て
、「
金
融
機
関
が
、
中
小
・
零
細
企
業
向
け
の

要
注
意
先
債
権
（
要
管
理
先
へ
の
債
権
を
含
む
）
を
、
債
務
者
の
経
営
改
善
計
画
の
一
環
と
し

て
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
に
転
換
し
て
い
る
場
合
に
は
、
債
務
者
区
分
等
の
判
断
に
お
い
て
、
当

該
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
を
資
本
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
」
（
２
）

と
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
企
業
再
生
手
段
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
中
小
企
業
向
け
債
権
を
有
す
る
商
工
中
金
な
ど
の
政
府
系
金

融
機
関
も
検
討
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
金
融
庁
が
積
極
的
に
導
入
を
支
援
し
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
３
）

。
と
く
に
、
議
論
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
金
融
庁
内
に
設
け
ら
れ
た

（14）
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負債�

自己資本�
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図表　DDSによる資本構成の変化



「
新
し
い
中
小
企
業
金
融
の
法
務
に
関
す
る
研
究
会
」
が
、
二
〇
〇
三
年
七
月
に
報
告
書
を
発
表
し
、
そ
こ
で
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
つ
い
て
検

討
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
Ｄ
Ｄ
Ｓ
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
中
小
・
零
細
企
業
で
は
、
大
企
業
の
よ
う
に
債
権
放
棄
や
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ

ッ
プ
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
が
採
用
さ
れ
に
く
い
た
め
で
あ
る
。
ま
ず
、
債
権
放
棄
が
採
用
さ
れ
に
く
い
の
は
、
①
債
権
放
棄
の
場
合
、
経
営

者
の
経
営
責
任
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
が
、
中
小
企
業
で
は
事
業
と
経
営
者
は
不
可
分
の
関
係
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
経
営
責
任
追
求

に
よ
る
経
営
者
の
退
任
は
、
事
業
の
存
立
基
盤
の
瓦
解
を
意
味
す
る
、
②
中
小
・
零
細
企
業
の
場
合
、
繰
延
欠
損
金
が
留
保
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
債
務
免
除
益
に
対
す
る
課
税
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
、
な
ど
で
あ
る
。
次
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
が
採
用
さ
れ
に
く
い
の
は
、

①
大
企
業
の
場
合
、
金
融
機
関
が
取
得
し
た
株
式
を
売
却
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
中
小
企
業
の
場
合
、
転
換
さ
れ
た
株
式
に
は

流
動
性
が
な
い
た
め
、
金
融
機
関
が
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
応
じ
る
可
能
性
は
低
い
、
②
企
業
側
も
金
融
機
関
が
大
株
主
に
な
る
こ
と
に
抵
抗
感

が
強
い
場
合
が
多
い
、
③
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
よ
っ
て
、
資
本
金
あ
る
い
は
自
己
資
本
比
率
が
高
ま
る
と
、
中
小
・
零
細
企
業
に
適
用
さ
れ
る

課
税
上
の
恩
典
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
（
４
）、

な
ど
の
要
因
（
５
）

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
場
合
、
①
金
融
機
関
は
株
式
を
取
得
せ
ず
、
将
来
返
済
を
予
定
さ
れ
る
劣
後
ロ
ー
ン
を
有
す
る
、
②
経
営
者

の
退
任
に
よ
る
事
業
基
盤
の
破
損
は
生
じ
な
い
、
③
会
計
・
税
務
上
の
資
本
は
変
わ
ら
ず
、
中
小
法
人
と
し
て
の
恩
典
は
維
持
で
き

る
、
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
取
扱
い
如
何
に
よ
っ
て
、
債
務
削
減
や
債
務
者
区
分
の

引
き
上
げ
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
不
良
債
権
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
金
融
庁
は
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
を
資
本
と
み
な
す
、
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定
案
を
発
表
し
、

翌
二
〇
〇
四
年
二
月
に
改
訂
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
金
融
庁
の
動
き
と
呼
応
し
て
、
第
二
地
方
銀
行

協
会
は
「
中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
デ
ッ
ト
・
デ
ッ
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
お
よ
び
コ
ベ
ナ
ン
ツ
の
活
用
（
新
業
務
対
応
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

（15）



ー
プ
報
告
書
）」
を
と
り
ま
と
め
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
実
務
対
応
を
促
し
た
。

２
　
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
上
の
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
要
件

上
記
の
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
要
件
が
定
め
ら
れ
た
。

第
一
に
、
対
象
債
権
は
、
金
融
機
関
の
中
小
・
零
細
企
業
向
け
の
要
注
意
先
債
権
（
要
管
理
先
債
権
を
も
含
む
）
で
あ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
中
小
・
零
細
企
業
と
は
、「
中
小
企
業
基
本
法
」
で
定
め
ら
れ
た
中
小
企
業
者
お
よ
び
こ
れ

に
準
じ
る
医
療
法
人
、
学
校
法
人
等
と
な
っ
て
お
り
、
出
資
比
率
や
経
営
状
況
か
ら
見
て
大
企
業
の
関
連
会
社
と
認
め
ら
れ
る
企
業

は
除
か
れ
る
。

第
二
に
、
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
の
契
約
に
つ
い
て
、（
イ
）
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
の
返
済
（
デ
フ
ォ
ル
ト
に
よ
ら
な
い
）
に
つ
い

て
は
、
転
換
時
に
存
在
す
る
他
の
全
て
の
債
権
及
び
計
画
に
新
た
に
発
生
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
貸
出
債
権
が
完
済
さ
れ
た

後
に
開
始
す
る
こ
と
、（
ロ
）
債
務
者
に
デ
フ
ォ
ル
ト
が
生
じ
た
場
合
、
金
融
機
関
の
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
の
請
求
権
の
効
力
は
、

他
の
全
て
の
債
権
が
返
済
さ
れ
た
後
に
生
じ
る
こ
と
、（
ハ
）
債
務
者
が
金
融
機
関
に
対
し
財
務
状
況
の
開
示
を
約
し
て
い
る
こ
と

及
び
、
金
融
機
関
が
債
務
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
対
し
て
一
定
の
関
与
が
で
き
る
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
、（
ニ
）
資
本
的

劣
後
ロ
ー
ン
が
（
ハ
）
そ
の
他
の
約
定
違
反
に
よ
り
、
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
た
場
合
に
は
、
債
務
者
が
当
該
金
融
機
関
に
有
す
る

全
て
の
債
務
に
つ
い
て
、
期
限
の
利
益
を
喪
失
す
る
こ
と
、
と
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
合
理
的
か
つ
実
現
可
能
性
が
高
い
経
営
改
善
計
画
と
一
体
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
い
う
、
合
理
的
か
つ
実
現
可
能
性
が
高
い
経
営
改
善
計
画
と
は
、「
信
用
リ
ス
ク
検
査
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
別
表
一．
（
三
）
③
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
、
概
略
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
開
始
後
一
年
未
満
で
実
績
が
な
い
段
階
で
は
、（
イ
）
支
援
を
実
施
す
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る
債
権
者
全
員
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
何
ら
か
の
文
書
等
で
確
認
で
き
る
こ
と
、（
ロ
）
再
建
計
画
が
概
ね
五
年
以
下
で

あ
る
こ
と
、（
ハ
）
計
画
終
了
後
、
当
該
債
務
者
の
債
務
者
区
分
が
原
則
と
し
て
正
常
先
と
な
る
計
画
で
あ
る
こ
と
、（
ニ
）
債
権
放

棄
、
現
金
贈
与
を
求
め
る
計
画
で
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
計
画
が
実
行
段
階
に
入
り
、
実
績
を
確
認
で
き
る
場
合
、
計

画
策
定
時
に
「
破
綻
懸
念
先
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
の
計
画
の
進
捗
状
況
が
良
好
で
あ
れ
ば
、
要
注
意
先
と
さ
れ
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
実

施
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
金
融
機
関
に
お
い
て
当
該
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
の
引
き
当
て
に
つ
き
、
そ
の
特
性
を
勘
案
し
、
会
計
ル
ー
ル
に
基
づ
い

た
適
切
な
引
当
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
市
場
価
格
の
な
い
株
式
の
評
価
方
法
を
踏
ま
え
て
算
出
す
る
な
ど
の
方

法
が
挙
げ
ら
れ
、
企
業
会
計
基
準
委
員
会
ま
た
は
公
認
会
計
士
協
会
に
お
い
て
引
当
の
ル
ー
ル
が
明
確
化
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該

ル
ー
ル
に
則
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
６
）。

な
お
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
が
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
日
に

「
銀
行
等
金
融
機
関
の
保
有
す
る
貸
出
債
権
が
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
に
転
換
さ
れ
た
場
合
の
会
計
処
理
に
関
す
る
監
査
上
の
取
扱
い
」

を
公
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
後
の
貸
出
債
権
を
従
前
の
取
得
原
価
ま
た
は
償
却
原
価
の
ま
ま
「
貸
出
金
」
と
し
て
処
理
し
、

交
換
損
益
は
認
識
し
な
い
と
し
た
上
で
、
次
の
方
法
で
引
当
を
行
う
こ
と
を
示
し
た
。
①
発
生
が
見
込
ま
れ
る
損
失
見
積
額
に
よ
り

貸
倒
見
積
高
を
算
定
す
る
方
法
で
あ
り
、
原
則
法
と
し
て
（
イ
）
債
務
者
の
倒
産
確
率
及
び
劣
後
性
を
考
慮
し
た
倒
産
時
損
失
率
に

基
づ
く
予
想
損
失
率
に
よ
り
算
定
す
る
方
法
、（
ロ
）
元
本
回
収
及
び
利
息
の
受
取
り
に
係
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
劣
後
性
を
考

慮
し
て
合
理
的
に
見
積
も
り
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
よ
り
算
定
す
る
方
法
、
と
い
う
二
つ
の
方
法
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
簡
便
法
と
し

て
、
上
記
（
イ
）（
ロ
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
優
先
・
劣
後
関
係
を
考
慮
せ
ず
に
算
出
し
た
、
倒
産
時
損
失
率
や
予
想
損
失
率

を
用
い
る
方
法
を
提
示
し
て
い
る
。
他
方
、
②
市
場
価
格
の
な
い
株
式
等
に
準
じ
て
貸
倒
見
積
高
を
算
出
す
る
方
法
で
あ
り
、
資
本

的
劣
後
ロ
ー
ン
の
回
収
可
能
額
を
ゼ
ロ
と
算
定
し
、
取
得
原
価
又
は
償
却
原
価
と
同
額
を
貸
倒
見
積
高
と
し
て
算
定
す
る
方
法
を
提

（17）



示
し
て
い
る
。

３
　
企
業
再
生
に
お
け
る
Ｄ
Ｄ
Ｓ

前
述
の
よ
う
に
、
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
企
業
再
生
の
場
面
で
Ｄ
Ｄ

Ｓ
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
以
下
、
新
聞
報
道
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
等
を
も
と
に
Ｄ
Ｄ

Ｓ
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
東
京
都
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
と
連
携
し

て
再
生
計
画
の
策
定
を
支
援
し
て
い
る
東
京
都
内
の
金
属
製
品
メ
ー
カ
ー
向
け
の
数
千
万
円
の
通
常
債
権

を
劣
後
債
権
に
切
り
替
え
た
。
こ
れ
が
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
第
一
号
案
件
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
案
件
で
は
、
商

工
中
金
は
Ｄ
Ｄ
Ｓ
ス
キ
ー
ム
（
法
律
事
務
所
に
よ
る
リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
監
査
法
人
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
ス
キ
ー
ム
と
契
約
書
を
作
成
）
を
含
む
、
再
生
支
援
策
を
策
定
し
、
支
援
協
議
会
の
評
価
を

受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
企
業
の
承
認
を
得
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
支
援
協
議
会
は

当
該
企
業
の
資
産
評
価
を
行
っ
た
う
え
で
再
生
計
画
策
定
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
銀
を
含
む
取
引
金

融
機
関
の
調
整
を
実
施
す
る
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
案
件
に
お
け
る
劣
後
貸
出

金
の
主
な
内
容
は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
号
案
件
は
、
同
年
三
月
、
ト
マ
ト
銀
行
が
岡
山
県
内
の
中
小
企
業
に
対
し
て
実
施
し
た
も

の
で
あ
る
。
当
該
企
業
は
、
二
億
円
の
債
務
超
過
企
業
で
あ
る
も
の
の
業
績
低
迷
期
を
脱
し
、
こ
こ
数
年

は
利
益
を
計
上
し
て
い
る
。
ト
マ
ト
銀
行
は
、
同
社
向
け
通
常
債
権
二
億
円
を
劣
後
債
権
に
切
り
替
え
た

（18）

a 法的性質 ・条件変更契約
s 保証人 ・代表者を含めて保証を免除する

・根抵当権を含めて担保権を適用しない
・提出資料や報告事項等いくつかのコベナンツを設
定した

g 貸倒引当金 ・劣後貸出金の全額に貸倒引当金を積む

d 担保権の適用
f コベナンツ（誓約）事項等

（資料）商工中金HP http://www.shokochukin.go.jp/ による。



の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
第
二
地
方
銀
行
協
会
が
と
り
ま
と
め
た
、
前
記
報
告
書
に
基
づ
き
、
ス
キ
ー
ム
・
契
約
書
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
よ
っ
て
、
同
社
は
貸
出
金
の
一
部
に
つ
い
て
、
一
定
期
間
返
済
が
猶
予
さ
れ
る
た
め
、
資
金
繰
り
が
安
定
す
る
効
果

が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
債
務
者
区
分
が
上
位
に
遷
移
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
資
金
調
達
が
安
定
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

以
下
、
地
方
銀
行
に
よ
る
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
実
施
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
年
七
月
、
福
岡
銀
行
が
、
九
州
一
円
に
う
ど
ん
店
チ
ェ
ー
ン
を
経
営
す
る
う
ち
だ
屋
（
福
岡
市
）
に
対
し
て
約
一
〇
億
円
の
Ｄ

Ｄ
Ｓ
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
社
は
通
常
の
借
入
金
を
五
〇
億
円
か
ら
四
〇
億
円
に
削
減
し
た
。

同
年
八
月
、
も
み
じ
銀
行
が
広
島
県
内
の
小
売
業
者
向
け
債
権
（
二
億
三
千
万
円
）
に
対
し
て
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
実
施
し
、
劣
後
ロ
ー
ン

に
切
り
替
え
た
。
同
社
は
、
大
幅
な
債
務
超
過
で
あ
り
、
債
権
は
要
注
意
先
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
毎
期
安
定
的
に
利
益
計
上
を

行
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
案
件
で
は
、
当
初
は
金
利
を
低
め
に
設
定
し
、
経
営
が
正
常
化
し
て
か
ら
金
利
を
引
き
上
げ
る
と
い
う

条
件
が
付
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

同
年
一
一
月
、
武
蔵
野
銀
行
は
埼
玉
県
内
の
有
力
建
設
業
者
向
け
債
権
の
一
部
に
対
し
て
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
実
施
し
た
。
同
社
は
債
務
超

過
で
あ
り
、
対
象
と
な
っ
た
の
は
通
常
債
権
二
〇
〇
億
円
の
一
部
と
さ
れ
る
。

同
年
一
二
月
、
東
北
銀
行
は
岩
手
県
内
の
中
小
製
造
業
者
向
け
債
権
の
一
部
に
対
し
て
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
実
施
し
た
。
対
象
企
業
は
大
幅

な
債
務
超
過
で
あ
っ
た
が
、
岩
手
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
と
共
同
で
経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
社
は
債
務
者
区
分
が
上
昇
し
た
た
め
、
東
北
銀
行
は
新
た
な
融
資
も
実
施
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
三
月
、
栃
木
県
の
鬼
怒
川
温
泉
な
ど
で
温
泉
ホ
テ
ル
を
経
営
す
る
岡
部
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の
再
生
に
お
い
て
、
主
要

取
引
先
金
融
機
関
四
社
（
足
利
銀
行
、
商
工
中
金
、
栃
木
銀
行
、
整
理
回
収
機
構
）
が
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
枠
組
み
を
活
用
し
て
、
総
額
約
一

一
九
億
円
の
金
融
支
援
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
三
三
億
五
千
万
円
で
あ
り
、
今
後
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四
年
を
か
け
て
再
生
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
あ
る
。

同
年
三
月
、
関
東
つ
く
ば
銀
行
は
、
茨
城
県
内
の
複
数
の
取
引
先
企
業
の
要
管
理
先
及
び
要
注
意
先
債
権
に
対
し
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
実

施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
同
行
内
の
企
業
支
援
部
が
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
担
当
し
、
茨
城
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
と
の
連
携
で
経
営

改
善
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

同
年
四
月
、
香
川
銀
行
は
香
川
県
内
の
製
造
業
一
社
に
対
し
て
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
実
施
し
た
。
一
億
円
の
債
務
超
過
に
陥
っ
て
い
た
対
象

企
業
の
通
常
債
権
三
億
円
の
う
ち
一
億
円
を
劣
後
債
権
に
切
り
替
え
た
。
同
行
は
一
〇
年
後
を
目
処
に
劣
後
債
権
を
通
常
債
権
に
戻

し
、
返
済
を
求
め
る
方
針
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

他
方
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で
も
Ｄ
Ｄ
Ｓ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
は
、
長
野
県
佐
久
市
の
第
三
セ

ク
タ
ー
、
佐
久
平
尾
山
開
発
の
再
生
に
お
い
て
、
同
社
の
ス
キ
ー
事
業
部
を
分
割
し
、
樫
山
工
業
に
譲
渡
す
る
方
針
と
な
っ
た
が
、

樫
山
工
業
は
平
尾
山
開
発
の
債
権
二
五
億
円
を
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
よ
っ
て
劣
後
ロ
ー
ン
に
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、
五
年
以
内
の
債
務
超
過

解
消
を
図
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

４
　
再
生
フ
ァ
ン
ド
と
Ｄ
Ｄ
Ｓ

二
〇
〇
四
年
九
月
一
〇
日
に
、
大
阪
府
等
で
設
置
・
運
営
す
る
中
小
企
業
の
再
生
支
援
機
関
「
元
気
出
せ
大
阪
フ
ァ
ン
ド
事
業
推

進
協
議
会
」
は
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
活
用
し
た
再
生
支
援
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
大
阪
府
下
の
年
商
一
・
五
億
円
規
模
の
製
造
業
で
、
鉄
鋼
加

工
に
お
い
て
長
年
の
蓄
積
さ
れ
た
高
度
な
製
造
技
術
が
あ
り
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
で
競
争
力
が
あ
る
も
の
の
、
海
外
進
出
の
た
め

の
投
資
失
敗
で
債
務
超
過
に
陥
っ
て
い
た
企
業
を
対
象
と
し
て
い
る
。
当
該
企
業
の
債
権
に
対
し
て
、
泉
州
銀
行
が
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
行
い
、

五
年
間
で
財
務
内
容
が
健
全
な
企
業
を
目
指
し
て
い
る
。
支
援
内
容
は
、
①
泉
州
銀
行
が
一
部
の
債
権
に
つ
い
て
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
行
う
と
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と
も
に
、
緊
急
再
生
資
金
保
証
制
度
を
活
用
し
て
五
〇
〇
〇
万
円
の
融
資
を
実
行
し
、
商
工
中
金
が
そ
の
債
務
保
証
を
行
う
、
②
元

気
出
せ
大
阪
フ
ァ
ン
ド
事
業
推
進
協
議
会
が
再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
経
営
状
況
に
つ
い
て
継
続
的
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
出
資
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
公
的
な
再
生
支
援
機

関
が
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
係
っ
た
事
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
九
月
二
二
日
、
同
じ
く
「
元
気
出
せ
大
阪
フ
ァ
ン
ド
事
業
推
進
協
議
会
」
が
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
利
用
し
た
再
生
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
多
品
種
・
高
品
質
の
製
品
製
造
技
術
を
有
す
る
と
と
も
に
、
遠
隔
地
で
の
大
量
受
注
を
実
現
し
、
営

業
力
の
面
で
も
優
れ
て
い
た
が
、
本
業
以
外
の
過
剰
な
土
地
投
資
や
採
算
を
度
外
視
し
た
拡
販
な
ど
の
た
め
に
債
務
超
過
に
陥
っ
た

企
業
を
支
援
対
象
と
し
て
い
る
。
支
援
金
融
機
関
が
、
協
議
会
の
提
携
フ
ァ
ン
ド
に
債
権
の
一
部
を
譲
渡
す
る
と
と
も
に
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を

実
施
し
債
務
を
軽
減
、
同
フ
ァ
ン
ド
が
出
資
お
よ
び
譲
渡
債
権
の
一
部
の
Ｄ
Ｅ
Ｓ
化
、
そ
の
後
減
資
し
自
己
資
本
を
改
善
し
、
五
年

間
で
財
務
内
容
の
健
全
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
当
該
企
業
に
対
す
る
支
援
金
融
機
関
の
債
権
、
約
一
六
億
円
の

う
ち
約
六
億
円
を
同
フ
ァ
ン
ド
に
譲
渡
し
、
一
億
円
を
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
よ
っ
て
資
本
化
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
該
支
援
金
融
機
関
の

債
権
額
は
九
億
円
あ
ま
り
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
九
月
三
〇
日
、
支
援
金
融
機
関
が
緊
急
再
生
資
金
保
証
制
度
を
活
用
し
て
二
億
円
を

融
資
し
た
。
そ
の
後
一
〇
月
下
旬
、
同
フ
ァ
ン
ド
に
譲
渡
さ
れ
た
債
権
の
う
ち
五
億
円
強
を
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
よ
っ
て
株
式
に
一
旦
転
換
し
、

全
額
減
資
手
続
き
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ま
と
め

以
上
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
導
入
の
経
緯
、
実
務
上
の
対
応
（
７
）、

さ
ら
に
中
小
・
零
細
企
業
再
生
で
の
利
用
状
況
を
考
察
し
た
。
現
段
階
で
の

利
用
状
況
を
公
表
さ
れ
て
い
る
案
件
で
見
る
限
り
で
は
、
地
方
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
利
用
が
一
部
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
含
め
て
、
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地
方
銀
行
等
の
保
有
債
権
の
切
り
替
え
と
い
う
形
で
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
必
ず
し
も
銀
行
だ
け
に
利

用
が
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
投
資
フ
ァ
ン
ド
や
債
権
回
収
会
社
に
よ
る
利
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
だ
と
も
考
え
ら
れ

る
。た

と
え
ば
、
債
権
回
収
会
社
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
利
用
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
８
）。

こ
れ
は
、
あ
る
地
方
温
泉
旅

館
の
再
生
に
お
い
て
、
バ
ル
ク
セ
ー
ル
で
当
該
旅
館
の
債
権
を
買
い
取
っ
た
投
資
家
か
ら
債
権
回
収
会
社
が
当
該
債
権
を
買
い
取
り
、

主
力
銀
行
と
と
も
に
事
業
再
生
に
関
与
し
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
債
権
回
収
会
社
は
債
権
表
面
金
額
に
満
た
な
い
金
額

で
債
権
を
取
得
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
差
額
に
つ
い
て
「
有
効
活
用
」
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
差
額
の
一
部
を

債
権
放
棄
す
る
と
債
務
免
除
益
に
対
す
る
課
税
が
発
生
す
る
が
、
見
合
い
の
損
金
の
認
識
が
な
さ
れ
な
い
た
め
不
可
能
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
、
債
権
回
収
会
社
の
債
権
を
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
よ
っ
て
劣
後
化
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
債
務
者
企
業
の
実
態
的

な
自
己
資
本
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｄ
Ｄ
Ｓ
が
実
現
し
た
か
ど
う
か
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
、

も
し
こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
利
用
が
実
現
す
れ
ば
、
新
し
い
利
用
法
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
に

お
い
て
も
同
様
の
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
こ
の
よ
う
な
利
用
が
広
が
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ

る
。

注（
１
）

伊
藤
雅
之
「
中
小
・
零
細
企
業
の
再
生
と
Ｄ
Ｄ
Ｓ
」、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究
会
編
『
Ｄ
Ｄ
Ｓ
実
務
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』、
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
五
年
、

第
一
章
、
所
収
、
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
２
）

金
融
庁
「
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
別
冊
﹇
中
小
企
業
融
資
編
﹈
改
訂
の
主
な
内
容
」、
二
〇
〇
四
年
二
月
二
六
日
、
参
照
。
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（
３
）

『
日
経
金
融
新
聞
』、
二
〇
〇
四
年
二
月
一
三
日
、
一
ペ
ー
ジ
。

（
４
）

た
と
え
ば
、
留
保
金
課
税
の
適
用
禁
止
や
外
形
標
準
課
税
な
ど
で
あ
る
。
前
者
は
、
期
末
資
本
金
一
億
円
以
下
で
自
己
資
本
比
率
が
五

〇
％
以
下
の
中
小
法
人
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
つ
い
て
留
保

金
課
税
の
適
用
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
期
末
資
本
金
が
一
億
円
以
下
の
場
合
に
は
、
事
業
税
の
外
形
標
準
課

税
が
適
用
さ
れ
な
い
。

（
５
）

こ
の
ほ
か
に
も
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
が
採
用
さ
れ
に
く
い
要
因
と
し
て
、
銀
行
の
五
％
ル
ー
ル
や
手
続
き
面
に
お
け
る
検
査
役
調
査
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
前
者
の
五
％
ル
ー
ル
（
銀
行
法
一
六
条
の
三
、
独
占
禁
止
法
一
一
条
）
に
つ
い
て
は
、「
取
引
先
で
あ
る
会
社
と
の

間
の
合
理
的
な
経
営
改
善
の
た
め
の
計
画
に
基
づ
く
株
式
の
取
得
等
」
に
つ
い
て
は
、「
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
っ
て

…
…
相
当
期
間
内
に
経
営
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
」、
適
用
除
外
と
さ
れ
（
銀
行
法
施
行
規
則
一
七
条
の
六
第
三
号
）。

独
占
禁
止
法
で
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
手
当
て
が
な
さ
れ
た
た
め
、
必
ず
し
も
大
き
な
障
害
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
検
査
役
調
査
に

つ
い
て
も
、
平
成
一
五
年
四
月
施
行
の
改
正
商
法
に
よ
っ
て
、
検
査
役
調
査
を
弁
護
士
・
監
査
法
人
等
の
証
明
に
よ
っ
て
代
替
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
同
時
期
に
施
行
さ
れ
た
改
正
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
が
適
用
さ
れ
た
場
合
、
弁
護
士
・
監
査
法

人
等
の
証
明
も
不
要
と
な
っ
た
た
め
、
大
き
な
障
害
と
は
い
え
な
い
。

（
６
）

金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
中
小
企
業
融
資
編
）
で
は
、
市
場
価
格
の
な
い
株
式
の
評
価
方
法
を
踏
ま
え
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
事

例
二
六
）
が
、
そ
こ
で
は
Ｄ
Ｄ
Ｓ
後
の
当
該
債
権
の
実
質
価
額
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
一
〇
〇
％
の
引
当
を
実
施
し
て
い

る
。

（
７
）

Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
実
務
に
つ
い
て
は
、
藤
原
総
一
郎
著
『
Ｄ
Ｅ
Ｓ
・
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
実
務
』、
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
、
お
よ
び
Ｄ
Ｄ
Ｓ

研
究
会
編
『
Ｄ
Ｄ
Ｓ
実
務
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』、
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
五
年
、
参
照
。
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（
８
）

穂
刈
俊
彦
「
地
方
温
泉
旅
館
の
『
再
生
』
―
地
域
金
融
機
関
の
立
場
か
ら
」（
商
事
法
務
編
『
再
生
・
再
編
事
例
集
一
』、
商
事
法
務
、
二

〇
〇
四
年
、
所
収
）、
九
六
ペ
ー
ジ
、
参
照
。
ち
な
み
に
、
筆
者
は
あ
お
ぞ
ら
債
権
回
収
株
式
会
社
取
締
役
調
査
法
務
部
長
で
あ
る
。

＊
本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
、
財
団
法
人
大
阪
産
業
振
興
機
構
の
余
田
俊
和
氏
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）

（24）


